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　本研究は、語源教育ワークショップ1を開催することが、日本語母語話者として学習者の持っている言語感覚を養
う機会になる、という可能性を明らかにすることを目的としている。ワTクショップの目的である日本語の本質的理
解とは、大和ことばにおけるネーミングに基づいて行われる。これは「身体感覚と言語感覚が同じ」であったという
弥生人の、植物と身体の部位名称に対する命名法を通して、学習者が日本語を理解することを目指している。
　本実践は、総合的な学習の時間とする。学習者は、言語脳完成期といわれる8歳前後にあたる小学校3・4年生を
主に対象としている。また、ワークショップは弥生時代が舞台であるため、歴史の興味づけとして5年生、発展的な
学習として6年生も対象として開く。様々な学年で実践し、どの学年にふさわしい学習か、比較検討する。
　ワークショップでは、学習者が身体感覚に基づいて植物と身体に共通点を見いだす。芽と目、葉と歯、穂と頬、実
と耳、枝と手のように、身体と植物に同じ・名前を与えた弥生人の言語感覚を身振りで表現する。
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　　　　　　　　1．授業の目的　　　　　　　　　　など日本の苗字の大部分は地名から採ったことが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを裏付けている。（朴、1987年、P214）3
　本研究の冒的は、学習者が日本語母語話者として、潜
在的に持っている言語感覚を自覚することである。日本　　　さらに、ことばの音には、発音の生理構造に依拠した
語母語話者の潜在的な言語感覚とは、弥生時代の大和こ　　人類共通に与える潜在情報があるはずであると、黒川は
とばにおけるモノへの命名法に基づくものである。里「身　　述べている。気管から送り出される息と喉、口腔、鼻腔、
体感覚と言語感覚が同じ」であったという弥生人の植物　　舌、歯、唇を使って音声を出す人種であれば、洋の東西
と身体の部位名称に対する命名法を通して、学習者が目　　を問わず、同じ方法で同じ音を出し、同じ音について同
本語を理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ潜在情報を共有している。4
　その命名法にっいて、以下に述べる。我々の祖先はモ　　　たとえば、黒川は「車の名前にCがいいJという、こ
ノに名前を付ける時、そのものの「位置」とそのものを　　とばの経験則があると述べている。それは以下の理由に
形成する「要素」、形や数などを基準にしていた。植物　　　よる。
の部位名称を、例に挙げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K音を出す時、私たちは、喉を硬く絞め、強く息
　　　例えば「葉」は、もともと「このは（木の葉）」　　　　を出して喉をブレイクする。喉をブレイクスルーし
　　と言われていた。この語源は「木の端」つまり「木　　　　た息は、最速で口腔内を抜ける。〔中略〕K音を発
　　の枝の端　についているもの」を意味している。　　　　　音する度に、私たちは、自分自身の身体で、硬さ、
　　　「幹」であれば「実　　（真の・主な）＋木」とい　　　　強さ、スピード感、ドライ感の四つの「感性の質」
　　う具合になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　を体験しているのだ。〔中略〕K音を発した直後、
　　　このような考え方は日本人の思考の底辺に根深　　　　喉は丸く緊張し、遅れてやってくるこの感性の質を、
　　く残っていた。明治になって庶民にも苗宇を付ける　　　　わざわざ取り出すための文宇がCである。C表記を
　　ように言われた際に、まず思いついたのが自分の住　　　　使うと、Kの発音から、硬い曲面や速い回転イメー
　　んでいる「位置・場所」であったのである。　　　　　　　ジを優先的に引き出せる。すなわち、車に使えぱ、
　　　「山田・中村・山本・木下・西村・東郷・西郷」　　　　金属の流線方のボディと、エンジンの回転を想起さ
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　　せることになる。だからこそ自動車の名前にはCが
　　効果的に使われているのだ。カローラ、クラウン、　　　　丁音は発音時に舌を固くする。上あごと舌との間
　　コロナ、カムリ、コルベット、カマm、シビックな　　　　の空間に、いったん舌が膨らむくらいに息を充満さ
　　どなど。（黒川、2004年、P14～15）5　　　　　　　　　せ、舌の湿り気をはがすように放出される。この唾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混じりの音は、ことばの音の中で最大の湿度と粘性
　このように、日本語のもとであるといわれる大和こと　　　　のイメージを脳に与えると同時に、すなわち飛び散
ばを使っていた弥生人も、発声した時のことばのイメー　　　　る感じ、賑やかさを彷彿とさせる。このような発音
ジを感じていただろう。ことばの音が潜在的に持ってい　　　　時の体感イメージの特徴は擬音・擬態語に見られる。
る印象が、H本の伝統的な文化の中で、どのような意味　　　　タラタラ、トロトロ、ツルツルなどT音の活躍する
合いを帯びたかは、日本固有のものである。　　　　　　　　　擬音・擬態語は粘性の高いものが多い。（黒川、　2004
　ことばの音の持っイメージは、基本的に人類に共通し　　　　年、P108～11ユ）7
ている。それが具体的な意味合いを帯びてくるのは、日
本ならではのものである。大和ことばは、略奪や殺我は　　　黒川は「このような生理に即した感性は基本的に人類
せずに農耕を中心とし、島国で自然と共生していた日本　　全般に共通していると言ってよい」と述べているe8
人が持っ言語感覚から生まれた。音の持っているイメー　　　本研究では、ことばの音が持つイメージを注目し、さ
ジは、他の文化圏とは異なり、日本文化独特なものがあ　　らに、大和ことばの命名法を通じて、目本文化固有の言
ると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　語感覚を豊かにするワークショップを開く。たとえば
　本研究は、仮にこのような立場をとって、大和ことば　　　『漢和辞典　第五版』によると「目」は象形文宇、「芽」
を用い、日本語母語話者として備わる言語感覚を呼び覚　　は会意・形成文宇から成り立った漢宇である9と教える
ます機会、日本語を本質的に理解する機会となることを　　宇源の学習があっても（図1）、どうして「め」と呼ぶ
目指した。少なくとも、教育の観点からすれば、一音の　　ようになったかは教えていない（図2）。
ことばの響きを意識することは、学習者にとって有効で
ζ㌔竺寧鷺三三遮暴麟慧：iCE［7F目　目警霧濫㌫
ことは、豊かに日本語を学ぶうえで、おそらく意9khsあ　　　　　　　　　　　　　　　　作った・目や見ることを
るだろう。そのようなことを、言語脳完成期といわれる　　　　　　　一くさかんむり　　　　表わ凱
8歳を中心に鑓してみることで、どのような学習端叫「鑑宇剤」舗．荒繊宇薄と
を行っていた弥生人の言語感覚を学習者が体験する。そ　　　　　　　　象影文字　　　　　　意味を表わすe
して、学習者の想像力・言語感覚を向上させることを目　　　　　　　　　　　図1　字源の学習
　　　　　　　　2．問題の所在　　　　　　ぱ　　　s瑳私．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”㌔　ノゴゴ／
　なぜ、大和ことばの命名法を用いたワークショップを　　　　　　　　窪・r－一一r　　　　i、
縮るの蛭の理由ぱ嚥において、－9一音　’L　ゴ
㌶巖竺嶽蒜ご三㌶：二罐　　　　iめ
が持つイメージが、結びっいているからであるeよって、　　　　　　　　　　　「
このような学習は日本語を本質的に理解する機会にな　　芽は植物が生長を醗始　　　　　人間は祖覚勘物である、
る，　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　する部位．芽は1まじま　　　　　目は外の情報を最初に
．小学校教員に対し・ヒアリングを行ったところ・学校　　　りの象徴・物事のおこ　　　　　聾雄する感覚器官e
教育の現場では、ことぱの音は、オノマトペや韻につい　　りを表わす。
て、詩などの文学で取り扱うだけに留まり、音を発声す　　　　　　　　　　　図2語源の学習
る時のイメージにっいては重要視されていない。
　ここで、擬音語・擬態語が持つ音のイメージについて、　　　現状では、本研究のようなことばの音のイメージを扱
黒川の立揚になって、たとえばT音で考えてみるe　　　　う語源教青は、行われていないと見受けられるe大和こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72
とばの命名法の立場を借りて、学習者へことばの響きを　　　　　角田忠信の著書『日本人の脳』によれぱ、欧米各
強調する機会を与えれば、ことばに敏感になる姿勢が育　　　　国と韓国ならびに日本の被験者のうち、母音単音を
つ可能性が、充分にあるのではないだろうか。　　　　　’　　言語優位脳、つまり左脳で聞くのは、日本語母語話
　ことばを話すこと自体の表現は、ある規範にのっとっ　　　　者だけという、顕著な実験結果が出ている。目本語
た抑揚、強調の仕方、リズム、テンポなどを、教師の指　　　　母語話者とは、生まれてから言語脳完成期までの期
示通りに実現することだと、学習者に理解されがちであ　　　　間日本に住み、日本語で育った人を含む。角田の実
る。それは、日本の芸の習得法による長い伝統と、明治　　　　験によれば、日本語母語話者以外は、単音の母音を
以後の外国文化の排他的な受け入れの先兵としての学　　　　言語優位脳で闘いていない。つまり、音楽や雑音を
校教育のあり方との両方が合体して生み出してきた姿　　　　聞く領域で処理され、記号として扱われていないこ
勢であると鳥山は述べている。10このような教育に対し、　　　　とになる。（黒川、2004年、P194）14
文宇がなかった時代の大和ことばを用いて、言語と身体
感覚の結びつきを強調した日本語を理解する機会が、学　　　　　角田がこの実験で用いた、検査音の種類を挙げる。
習者に必要だといえる。大和ことばの命名法を、もとも　　　　15
と日本人が持っている感覚だとするならば、あえて学習
しなくても持っているはずである。それを自覚すること　　　　ユ．母音、子音、合成母音
で、ことばに対する興味が湧き、語彙を習得する時の助　　　　2．人声として、ハミング、乳児の泣き声、笑い
けになると期待できるかもしれない。　　　　　　　　　　　　声、いびき、嘆き声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．動物の晴き声として、えんまこおろぎ、鈴虫、
　　　　　3．言語脳完成期について　　　　　　　　　　きりぎりす、蝉、蛙、犬、猫、牛、雀、小鳥の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合唱、鶏、ライオンなど
　「言語脳完成期といわれる8歳を越えれば、自分の発　　　　4．機械音として、1キロヘルツ純音、オーケスト
音だけでなく、他者の発音でも自分がその言葉を発生し　　　　　　ラによるA（あ）音の合奏、梵鐘、教会の鐘、
たときと同じ体験ができる1エ」と黒川は言う。っまり8　　　　　　汽笛、ヘリコプター音など
歳までは、自分で発声したことばだけに脳が反応してい
るということになる。8歳を境に、「他人の発音を聞い　　　西欧人にとっては日本語でいうところの母音、子音を
たりするだけでも、体内に物理効果を想起する。っまり、　　はじめ人間の感情的な声、虫の音、動物の蹄き声は、劣
自分がそ’ﾌ言葉を発生したときと同じように脳が反応　　位半球が優位となって16雑音として処理されているので、
するのである。人間にとってことばの音を発するという　　明確に聞き取れていないことになる。角田は、虫の音の
行為は心地良い物理現象なのである。その物理現象は人　　優位性が目本人と西欧人とで違うことhS見っかった途
類普遍の生理感覚に直結している。12」ことばの音は意　　端に、今まで日本人及び日本文化の特質について言われ
味とは関係なく、直接脳に語りかける13っまり、脳に自　　てきた自然性と情緒性の原点がここにあると捉えた。17
分と他人のことばの音が溢れ、豊かな言語体験ができる　　日本人が秋の虫の音や自然に季節感や安らぎ、もののあ
ことがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われを感じるということは、日本人の特徴的な　文化が
　黒川が代表取締役社長を務める、株式会社感性リサー　　持っ感覚に根ざす可能性がある。
チ「筆者が2006年6月26日（月）に取材に行った　　　以上より本研究では、言語脳完成期といわれる8歳前
際、言語脳完成期の時期に、このような語源教育を行う　　後の時期に、一音のことばが持っイメージと、日本文化
ことで期待される成果を尋ねた。そのところ、もっと幼　　固有の感覚を活かした、大和ことばの命名法を身振りで
い年代からでも、この語源教育を行った方が良いとのこ　　見つけるという語源教育を行う。
とであった。黒川によると、8歳を境に小脳系が臨界期
を迎える。8歳まで、小脳系の運動神経と発音逓動は、　　　　　　4．期待される授業の成果
同じ体感を得る：それまでに1つのモデルの言語に出会
い、生活体験の中で、体を使って発生し、読：書や絵本な　　　本研究では、小学校学習指導要領にある国語科の第一
どの音読、読み聞かせ体験が大事である。子供にとって、　　目標「国語を適切に表現し、正確に理解する能力を育成
その体験は気持ちがよいそうだ。3歳以下で外国語を学　　　し、伝え合うカを高めるとともに、思考力や想像力およ
ばせると、意識と身体、身体の行為が一致する言語であ　　び言語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重
る母語の喪失が行われる。できれば8歳までは、母語に　　する態度を育てる」ことのf言語感覚」を養う。その手
多く触れる機会を作るべきである、とのことだった。ま　　段に、大和ことばの命名法を用いる。「身体感覚」を伴
た、黒川は次のようにも述べている。　　　　　　　　　　った「言語感覚」を養う授業を提案する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、本研究は企業と連携した授業実践を開発する
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NPO法人企業教育研究会18の事業の一環として、株式会
社感性リサーチ19に取材のご協力をいただいた。
5．実施校
実施時期：2006年12月20日（水）
実施校：船橋市立湊町小学校
対象学年：4年生3クラス（約70名）
授業時間：11：00～12：00（全体授業）
実施時期：2007年2月14日（水）
実施校：南房総市立七浦小学校
対象学年：3年生（14名）・4年生（18名）
授業時間：14：00～15：00（合同授業）
実施時期：2007年2月27日（火）
実施校：朝霞市立朝霞第七小学校
対象学年：5年生3クラス（117名）
授業時間：3・4・5時間目
時間 授業の要旨
導入
5分 ・年表の巻物を使って、時代を代表する人物
のことば使いや衣服の違いで時代をさかの
ぼる。
・現代から、明治、江戸、平安、飛鳥、弥生時
代まで歴史上の人物のセリフを学習者が音
読する。
3分 ・弥生時代の衣食住を知る。弥生時代は米が大
事だったことを学習者に伝え、静岡県登呂遣
跡、堅穴式住居、弥生式土器（壷、かめ、高
杯）の画像をプロジェクターで投影する。
紙芝居
15分 ・弥生人が米を作る生活の中で、植物と身体の
ことばを見つける紙芝居を、学習者へ読み聞
かせする。
・弥生人は、自然と自分が一体となって暮らし
ていたから、名付けに自然への見立てが働い
た。紙芝居によって、その言語感覚を学習者
が再発見する。
・芽（め）と目（め）、葉（は）と歯（は）の
同じ音同士→実（み）と耳（みみ）の同じ音
のリピート→枝（え）と手（て）の子音は違
うが母音が同じ音と基本→応用→発展の順
に紙芝居が進む。
・弥生人役は貫頭衣を身につけ、紙芝居の横で
内容に合った身振りをする。
活動内容
13分 ・紙芝居でことばが生まれた時を見たので、次
はことばの音の響きを体の動きで表現する。
・学習者に「め」、「は」、「み」、「え」から好き
なことばを選んでもらって身振りの練習を
する。
・植物と身体に似ているところを身振りで表現
する。
まとめ
2分 ・他にも、今、使っていることばの中に、昔の
人が生活していた中にあるものや、体から来
ていることばがあることを例えに出す。
・体が敏感であることが、ことばの発見に繋が
っていることを伝える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　ワークショップの流れ実施時期：2007年3月9日（金）
㌶ご竃讃鷲名）　　　　7・－S作教材の活用
授業時間：2時間目　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．1．時代をさかのぼる年表の巻物
　　　　　6・－7一クショップの流れ　　弥≧灘嶽麗三鷲叢㌫㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使って時代をさかのぼる。ワークショップでは、年表のワークショップは・表1にある授業の要旨と時間配分巻物をタイムマシ＿ンと呼ぶ（図3）．時代ごとに巻物
にのっとった。授業者は、司会進行役1名と弥生人1名、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を小出しに開いて見せる。歴史上の人物や洋服の違いで、縦居の読み聞牡役1名（筆者）の合計3名である・時代が戻っていくことを理解する．歴史上の人物が、そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時代のことば使いで、以下のように自己紹介する。現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代の「わたしはOOです。」から明治時代「わたしは福
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沢諭吉である。」、江戸時代「じぶんは徳川家康じゃ。」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平安時代「まろは紫式部なり。」、飛鳥時代「わたしは聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳太子なり。」、弥生時代「あ…」である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この「あ」とは、今の「私」を指す。日本史上、文献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に名の残る最初の人物は、帥升（すいしょう）という弥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生時代中期～後期の倭国王。一般の弥生人には名前があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ったという記録がないので、弥生人は自己紹介で「あ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としか言えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず教員が「現代」の年表のセリフをお手本に読み、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次から男子ごと、女子ごと、または全員で声を合わせ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習者が音読する。
7．2．貫頭衣
　弥生人役の衣装として、西本豊弘監修の『ポプラディ
ア情報館　衣食住の歴史』の「貫頭衣のしくみ」20を見
て、麻の布を使い、制作した。貫頭衣が米作りに適して
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いたつくりになっていたと説明する。　　　　　　　　　　　　8．ワークショップ
7．3．　紙芝居　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施校1
　紙芝居は、弥生人が稲作の中で、「植物と身体は、似　　実施校：船橋市立湊町小学校
ているところがあるから、同じことばの音を名付けよ　　対象学年：4年生3クラス（約70名）
う」と発見する内容になっている。図4は、芽と目を並　　　初回のワークショップでは、身振りの発表が個人で行
べた場面である。たとえば、芽と目は丸い形が似ている　　われた。学習者がことばの音と個人で向き合い、身振り
と示している（図4）。　　　　　　　　　　　　　　　を創造したことから、ここでは初回のワークショップに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついてまとめる。
　学習者のイメージを膨らませるため、植物と身体の実
物や写真は使わず、白黒のイラストとした。　　　　　　　導入
弥生人役は、紙芝居の内容が植物と身体の似ているとこ　　　小学4年生では歴史をまだ習ってないので、弥生時代
ろを発見した場面になったら、その発見したことばの音　　のことを授業で勉強していない。年表の巻物を使って、
を身振りで表現する（図5）。．　　　　　　　　　　　　時代をさかのぼる。その際、司会役が、学習者に対して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方的に話しかける形で進んだ。途中、学習者から江戸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時代の「徳川家康って知っている」と声が出たり、平安
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時代の「まろ」に興味を示したり、歴史上の人物やこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば使いに対して反応がでた。このように初回の実践校で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xl［Mt≡…白口璽r－←畔鑓≡讐≧曇1警巴
　　　　4灘．4藤．‘灘．魔頴遼露＼｜酬
泡
図3　年表の巻物（タイムマシーン）
「ζぐ一一「＼㌃　1
図4　紙芝居（目と芽の場面）　　　　　　　図5　紙芝居に合わせ、身振りをする弥生人役の授業者
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は、こちらから一芳的に時代をさかのぼっていったため、　人一人の身振りにコメントとお礼を言った。
学習者が受け身がちになってしまった。ただでさえゲス　　　10分ほどの短い紙芝居から、学習者たちは植物と身
5．テd一チャー一が来て、学習者は緊張している。次回か　　体の似ているところと動きを見つけて、様々に表現じだ。
らは、学習者の心を開くため、時代毎のセリフを音読す　　　たとえば、紙芝居では’「弥生人は、葉と歯は鋭い形を
る対策をとった。　　　　　　　　　　　　　　　　Lて切れること、葉と歯は先にあることに気がっきまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た山としか言ってないのにもかかわらず噛も、あの、
紙芝居　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植物も、歯は大人の歯とか子どもの歯が増えて、植物も
　議者は、紙芝居を巫女のお告げのように読むため、占　　　（子葉から本葉に）どんどん生長していって、そこが似
い師のような黒ずくめの格好であった。今回は、筆者ま　　てる」（括弧内筆者）と自分で見っけた学習者がいた。
で弥生人の格好をする必要があるのかという判断から　　その学習者に限っては、葉と歯の似ているところは自分
だった。しかじ、＄い貫頭衣を着た弥生人役の隣に、黒　　なりに気がついたが、実際に行った身振りは、紙芝居通
い衣装の筆者が並ぶと統一感が無くなってしまった。学　　りの「弥生人が鋭い葉で腕を怪我を切ってしま勇とい
習者の感想文からも∫〔中略〕女の人（筆者のこと）も、　　う表現であった。気がついた点と身振りが対応Lでいな
あんなふくそうをしているのかなとふしぎにおもいま　　かった。それは、その学習者がクラスの代表として、一
した。」という意見があった。また、感想文には貫頭衣　　人で身振りを考えなければならなかったからかもしれ
にっいて「わたLは、ようふくまで、米作りしやすいよ　　ない。また、その学習者は女子であり、一一人で考えるよ
うにするなんてよっぽど米が大切なんだなあと思いま　　り、グルー一プで身振りを考えたならば、また違った展開
した。」などあり、学習者の注目度が高いことが伺える。　　があっただろう。
衣服からも全体の雰囲気を整える必要性がある。　　　　　　5分間の練習時間を見ると、身振りを練習していた女
　紙芝居では、物語に合う音楽を繰り返しで流じた。読　　子グループが二つあった。×また感想文には、「私ははず
み聞かせはマイクを使い、特別な雰囲気を作り出した。　　かしくてあまりやりませんでしたがSさんと（文章がこ
終わった途端、1人の学習者に「（紙芝居が）長かった　　こで切れている）」（括弧内筆者）「私も、Yちゃん、　S
－」と言われた。学習者が飽きてしまわないよう“ ﾉ、学　　ちゃん、Mちゃんと4人で手をつかって木のえだをつく
年によって読み聞かせの：調の速さ、抑揚、目線の流し　　りました。パみんな〔申略〕でいろんなきもちになって
方など、工夫しなければならない。　　　　　　　　　　　声を出しながら『エー一一て』といってあそびました。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という女子の意見があった。
身振りの発表　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　先に立候補者の身振りが一通り終わると、それを見て
　まず、弥生A役が手本に芽と目の似ているところを　　触発された学習者が6名、前に出てきた。．今度は、くじ
9め一」と言いながら身振りで表現した。次に、実施小　　ぴきせずに、それぞれが練習した好きなことばの身振り
学校の先生にもk手本に芽と目を表現してもらった1学　　を表現した。
習者にとって身近な先生に、身振りを表現してもらうこ
とで、学習者の心を開こうという狙いである。　　　　　　まとめ
　手本は・一・人より複数人いることが、身振りを考える幅　　　　「め」「は」「ほ」；み川え」の他に、「はな」（花と鼻）
が広がるので、次回からは司会役も読み聞かせ役も手本　　を紹介した。さらに、「いな（稲と稲妻）」は「稲妻が光
をすることになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　って、空気が良くなって稲が実る」ということばの繋が
　学習者が約70名の合同ワークショップであったため、　りの話も伝えた。だが、4年生には難しかったので、学
各クラスごと立候補者が身振りをじた。7名の学習者が　　習者の反応は薄かった。司会役が『根っこは横に生えて
「め郵は」「ほ」「み川え」のうち、どのことばを表現　　いることと、Aは横になって寝る」ということから「根
するかは、くじびきで決めた。5分間の練習時間を70　　と寝る」は同じことばの音を持っているという話も付け
名全員に与えた。学習者のほとんどは、静かに考え込む　　加えた。今度は学習者から納得の声が起こった。学習者
こともなく、各自、動き出じた。これは弥生人役の紙芝　　の理解度に合わせた解説をできるように、準備していか
居中の身振りがあるから：そ、学習者が5分間の練習だ　　なければいけない。
けで、身振りを思いっいたと考えられる。学習者の中に
は、床に座ったまま一人で体育座りをじ続け、筆者が話　　　授業の詳細について、2校目からは分澱の都合上ここ
しかけても無視する者や、「思いっかない」と照れてカ　　では記さないことにする。
一テンの後ろに隠れてしまった者もいた。　　　　　　　　　　　　　’　　，
　はじめに前に出てきた学習者たちが、順番に一人ずつ　　　　　　9．ことばの音と身振りについて
身援りをLた。司会役の指示で、学習者たちは植物と身
体のどんなところを身振りしたか、発表した。筆者は一　　　ワー一クショップの要である、身振りの発表は、一人一
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人、学習者の動きのこだわりが違った。具体的にどのよ　　　黒川によるとH音の属性は温感、適度なドライ感、
うな身振りなのか、植物と身体のどのような共通点を表　　空気感である。2班音は舌の付け根周辺をほっこりと開
現したのか、書き起こす。　　　　　　　　　　　　け、気官から出てくる息をそのまま一一気に口元に運ぶこ
　前章で取り上げたワークショップの対象である、4年　　とで出す音である。上あごに触れない息には唾が混じる
生の学習者が行った発表と、それに対する筆者のコメン　　こともないので、乾いた質も持っ。さらに抵抗の少ない
トを、め、は、み、えの順で、まとめる。ほについては、　　息は、気管から一気にR元に運ばれるので、意外なこと
実際の発表で、ほ（穂と頬）を選んで発表をする学習者　．にスif一ド感がある。　23
がいなかったため、記述はない。　　　　　　　　　　　　C2の飛び跳ねて勢いを”：）ける身振りは、　H音のスピ
　身振りに対する筆者のコメントは、ことばの音、つま　　一ド感そのものである。はがたくさん生えて、カサカサ
り声と身体の動きが、どのように使われ表現されている　　している様子も、身振りから伺える。
かという点に重点を置いた。　　　　　　　　　　　　　　また、H音の物理抵抗を受けない息は、気管の体温を温
　Cは学習者であり、（）内は筆者が説明を書き加え　　存したまま外今出てくるので、暖かさの質を持っている。
た。　　　　　　　　　　　　．　・　　　　　　　　　　　24　　．　　　　　　　　　　　一　　、
「め」を表現した男子　　　　　　　　　　　　　．　　「み」を表現した男子
　Clは身振りの発表前に、引いたくじをみんなに見せ　　　C3『『み』をやります！
てfめ」と言い、笑いを取った。　。、　　’　　　　　　　み（右手を伸ばして、木から実を取る身振りをする）
　CIfめ一一一（足を閉じて中腰で、両手を合わせ顔に　　　みい～い（取った実を指を曲げて丸みを作った両手で
つける。顔は下に向けている。）　　　　　　　．　　　　割る）
　めえ1（すばやく両足を左右にスライド開きじ、親指　　　みみ！（割った実を、両耳につける。つける時に、飛
の先と他の4本の指先を合わせて丸を作り、頭の上へ。　　び跳ねて腰を右に曲げる。）
まぶたの形のように肘はしっかり曲がっている。）」　　　　　パすげ一」という声と共に、笑いが起きる
　C1「えと、指で冒を作りました。（親指の先と他の4　　　C3「えっと、耳は、なんか丸っこくて、開くと、なん
本の指先を合わせて丸を作り、頭の上へ持っていきなが　　か、どんぐり、実も穴が空いてるとか似てる」
ら）。」　　　　　・　　　　　．　　　　　　　　　　筆者fおっしゃる通り！と思って。実を取ってきて、
　筆者『目も2つあるもんね（同じように指を曲げて丸　　割って、丸い耳になるところがおもしろかったです。」
を作り、双眼鏡のように目に当てる）。おめめって言う
もんね。目が丸いところがよく表現されていて、ちゃん　　　みも、めと同様のM音なので、丸さの属性について
と願のことも考えてくれてとてもよかったです．」　はc舗述べているとおりである・みは緒Mに母部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が結びつくことで、親密感が強調される。25実と耳の詰
　黒川によると、M音の属性は、柔らかさの質、丸さで　　まったイメージが湧くであろう。
ある．噸は蹄系で謙らかく顧蹴、醗内にゆ　この学瀦の独創性は・耳に手をあてる時に譲雄
るく髄満たし語を離すことによって発音する。　・・　げるところであり・A類の祖先であ繊のように樋受
　Clは、めの丸さを、申腰になって頭を丸めたことと、　　けられた点である。
手の指で表現じていたことがわかる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「え」を表現した女子
醐縫現じ娚子　　　　　　　c4「て一一（立ったまま調のあたりで¢・と両手
c2　rはあ～～～（膝紬げて噸こなる．腕は頭上に　の掌観つめる・）えだ！（一気綱手唖を左右に開
上げて調手齢わす．）　　　　　　く訪腕の方力sちょっと斜め上に上がっている山
は。！（飛び跳ねて、離願の甲をあてて詣を下げ　擬と瀦に「（えだの）rだい’らない・『だ』いら
る。口から牙が生えているように見える。）」　　　　　　　ないjと野次が入る。
司会役「新しい噺しいね！（学鰍も噺しv・」　tgei　c4「手がすくすく伸びるカ・ら・枝と似ていると思いま
次を入れる。）」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。」
c2　r葉もいっぱいでるし繭もいっぱいでるから（歯　筆都㈱’s）　｛申びると紡が（醇を左右に伸ばし
雄しながら）そこが似てる認いま9－．」　　　ながら）よ俵現されていた認セ’ま湘
纂者「最後のこれ（手をPあてて、たくさんの歯を表現　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　＿
しているところ）が謬アッて出てくる感じがL（7kる　黒川に燭と・斑ま嫌内融じる平た襖行き・
イたジが伝わりまし翻　　　　　　平煙空間砿さ謎さ講の繊をイメージ謎る3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26そうである。えが遠くへ伸びるC4の身振りは、発音
㌘
のイメージのとおりということになるe　　　　　　　　　　感じや思いが感じられて良かったです。（5年生）」
　　　　　　10．学年ごとの比較検討　　　　　　　10．3，まとめと今後の改善点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここまで、様々な学年で実践したワークショップの、
10．1．身振りと演劇の違い　　　　　　　　　　　　　　学年ごとの有効性を比較検討した。
　前章でまとめた点を含め、3・4年生を対象にしたワ　　　本研究は、ことばの音や繋がりを意識する導入として
一クショップでは、個人発表でもグループ発表でも、こ　　は、成り立つ可能性がある。それは、学習者の感想から
とばの音を見振りで表現することができているように　　　も手応えがあった。さらに、学習者がことばの音を強く
見受けられたe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意識したり、ことばの繋がりを自ら調べたりする事後指
　しかし、5・6年生を対象にした揚合、一音のことば　　導も3～6年生ごとに必要だろうとワークショップを行
を発声しているだけの演劇になる発表が目立った。高学　　って実感できた。
年は、身振りの発表が、紙芝居の内容に沿った演劇にな　　　3・4年生が対象の場合は、素直にことばの音を見振
ってしまう。たとえば、グループ発表になると、木から　　りで表現できていたように見受けられた。
実をもぎる役、その実を貰う役、その後、手で実を割っ　　　対象学年が5・6年生になると、身振りの発表が、紙
て両耳にあてる動作を全員で揃って行う。そのような演　　芝居の内容に沿った演劇になってしまう傾向が多く見
劇にならないように予め伝えたところ、注意してくれる　　受けられた。
理解度はあるようだった。　　　　　　　　　　　　　　　逆に、3・4年生は、大和ことばの命名法や日本の伝
　身振りが説明的な演劇になってしまう理由は、弥生人　　統文化を理解していたかは、暖昧な部分である。5・6
役の紙芝居中の身振りに影響される部分が大きい。弥生　　年生になると、大和ことばの命名法や弥生時代の服装に
人役の紙芝居中の身振りが、絶え間なく続いてしまった　　対する質問など、歴史の興味づけ、発展的な学習になっ
6年生では、身振りの発表で、演劇が増えたように見受　　たように、感想文からは見て取れる。
けられた。その原因は、紙芝居申の弥生人の演技に注目
するように伝えたため、弥生人の振る舞いに影響された　　　以下に、ワークショップの改善点をまとめる。
部分が大きいと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　1．学習者の発表時間を増やすため、弥生時代の生
　また、クラスによって、発表者がからかいの対象にな　’　　　活（遣跡・土器・住居）の詳しい紹介は縮小する
ることもある。発表が恥ずかしくない授業のムード作り　　　　　ことになった。
を工夫しなけらばならない。　　　　　　　　　　　　　　2．巻物の登場人物である聖徳太子の説明は省くこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になった。導入で間延びしてくるためである。省
10．2．学習者の理解度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた時間は、身振りの発表を多く取る分にあてる。
　3・4年生の感想文には、弥生時代に「あ」しか言葉　　　　3．紙芝居の読み闘かせのスピードを、学年別で調
がなかったという誤解を植え付けてしまった恐れがあ　　　　　節する。
るものが、数点見受けられた。以下に挙げる。　　　　　　　4．一般の弥生人には名前があったという記録がない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、自己紹介で「あ（私）」としか言えない弥
　　「やよい人はあ…としかじゃべらないというのがび　　　　　生人役の発言に意外性とインパクトを持たすた
　っくりしました。（3年生）」　　　　　　　　　　　　　　　　め、巻物にある吹き出しの「あ」を黒い布や紙で
　　「やよい人は、あ。あeとしかしゃべらないことが　　　　　隠す。
　わかりました。（4年生）」　　　　　　　　　　　　　　5．巻物で弥生時代まで歴史をさかのぼった後に、弥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生時代と学習者たちとの生活に、接点を作るため、
　　だが、5年生になると大和ことばの命名法を通じて、　　　　現行では、給食を取り上げているeその流れを司
　ことばに対する理解が深まっている感想があったe以　　　　　会役が飛ばすことがあり、文脈が不自然な感も否
　下に挙げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めない。弥生時代の住居、土器の用途を、現在と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比較することで補えるかもしれない。
　　「今の私達は、ふつうに自己しょうかいができるけ　　　6．紙芝居の「え（枝と手）」の話が長く、間延びする
　れど、時代を昔にすればするほど『わたし・まろ』そ　　　　　ので、文章を修正するa
　して最後は『あ…』だけなんてびっくりしました。植　　　7．クラス全員が身振りと感想も発表するためには、
　物の成長から言葉ができたのを知って、人聞はすごい　　　　　授業時間は55分間、必要だと考えられる。
　なと思いました。（5年生）」
　　「今の僕たちはやよい人みたいに言葉の音がいっし　　　以上より、本研究のワークショップは大和ことばを用
　よで言葉を作ったりはしないけど言葉を作るときの　　い、目本語母語話者として備わる言語感覚を呼び覚ます
78
機会となった。本研究の目的である、日本語を本質的に
理解する機会になりうると、明らかになった。　　　　　　4黒川伊保子『怪獣の名はなぜガギグゲゴなのか』新潮
　ワークショップでは、一音のことばが持つイメージと　　社、2004年、P13～14
日本文化固有の感覚を活かした大和ことばの命名法を、　　s同上、P14～15
植物と身体の共通点を通し、身振りで見つける、という　　6ヤマト言葉の起源に関しての諸説
語源教育を行うことができた。そして、学習者が日本語　　　（1）「朝鮮語が語源である」という説
母語話者として持っている言語感覚を養う機会になる．　　これを主張する学者は大勢いるが・なかでも金沢小三
可能性が明らかになったと考えられる。　　　　　　　　郎氏は有名であり・大野晋氏・長田夏樹氏などの目本の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学者がいる。他には韓国の金思氏、アメリカのSAMUEL
　　　　　　11・4s者の感想文　　El2耀灘㌫為という説
者瓢蕊巖罐麟㌶二驚、罐系一源である」
自脚囎や酬嚇まつ亡とわ力訓より、麗罐ど
ワークショップを楽しめたことが伺える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「四語源説」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安本美典氏「日本語の起源は四つの層から成り立っ。
　「お母さんたちにも言葉がどううまれたかおしえたい　　古極東アジア語（中国東北方語）、インドネシア・カン
です。（3年生）」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボジア語、ビルマ系江南語及び漢民族の中国語など四つ
　「やよい人が生活にてきしている物・コメや木の実・　　の層である。」
を育てていたら、植物の育ち方がヒントで・体で表現し・　　「ドラヴィダ語源説」
いろいろな言葉ができたので、（弥生人は）よくそうい　　　藤原明氏
うことがおもいついたので、すごいなあとぼくは、思い　　「タミル語説」
ました。（4年生）」　　　　　　　　　　　　　　　　　大野晋氏
　「ことばをあらわすポーズなどをとり、こんなかんじ　　7前出『怪獣の名はなぜガギグゲゴなのか』2004年、
か、と体でわかったのでたのしかったです。（4年生）」　　P108～111
　「私は『どうやって言葉ができたのか？』というのは、　　8同上、P64
前から気になっていたので、今日勉強出来てよかったで　　9赤塚忠阿部吉雄遠藤哲夫小和田顯編『漢和辞
す。（5年生）」　　　　　　　　　　典第五版』旺文社1993年
　r今までふっうに使ってた言葉だけど、やよい人の人　　10鳥山敏子『イメー一ジをさぐる』太郎次郎社・1985年・
たちが考えた言葉だから大切に使おうと思った。（5年　　P260
生）」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11前出『怪獣の名はなぜガギグゲゴなのか』2004年・
　「今のぼくでも、新しい言葉がつくれればいいと思い　　P194
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12同上、P47ました．（5年生）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13同上、P48
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14同上、P194
・本鑓では、授業をワ＿クシ。ップと表言己する．理由　1鞠醜信『昧人のnM』大修嚥店・1978年・P73
は、岬民夫の鞠rワークシ。ツプ＿新しい学びと創　16前出『躰人の月ill』1978年・P77
スタイル（中里i’・　2°°1年・P11）」をワークショップと　ア馴向上を行っている糸且織である．また融龍学ぶ
呼んでいるからである・轄蹴頭だけでなく躰を　学生に実践の場を提供している．
使って言言酷覚鍵うことを目指している・また・筆者　19株式会社感性リサーチと1まr鰍の名はなぜガギグゲ
が学習者とフラットな立場で接したいため・ワークシヨ　　ゴなのか』の著者、黒川伊保子が代表取締役杜長を務め
ップと呼ぶ。中野民夫『ワークショップー新しい学びと　　る会社である。黒川が開発したサブリミナル・インブレ
創造の場』岩波書店・2001年・P11　　　　　　　　　　ツション導出法によって、商品のネーミング分析・ブラ
2朴柄植『H本語の成立証明』情報センター出版局・1987　　ンド分析を事業としている。サブリミナル・インプレッ
年、P214　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ション導出法とはr黒川が脳機能論の立揚から、語感の
3同上、P214　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正体が「小脳が受け止める、言葉の発音の身体感覚」で
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あることを発見し、人工知能（AD分析の手法を用いた、　　．　　　　　　　　　　　　　　　　、　凸
語感分析法である。サブリミナル・インプレッション導
出法のわかりやすい説明は、（株）感性リサーチの語感
分析を、手軽に利用できるヒットネームファクトリーの
webサイトを参考にした。（株）感性リサーチtヒットネ
ームファクトリ　・一、（2007年2月28目付）、サプリミナ　　．
ル・インプレッション導出法、
（http：〃www．hit・naming．biz∫contents／h　itnameing．ht
エロユ）、2007年5月23日取そ号・」
20西本豊弘監修『ポプラディア情報館衣食住の歴史』
ポプラ社、2006年、P53
21前出『怪獣の名はなぜガギグゲゴなのか』2004年、
P126
22同上、Pl15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
23同上、P118
24同上、P116
25同上、P127
26同上、P142
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